【茨城史料ネットニュースレターNo.131（118から変更）】


□双葉町における被災資料・震災関係資料保全活動（2015年3月8日）　参加記

大変遅くなってしまい申し訳ありませんが、本年3月8日に実施された、福島県双葉町における被災資料及び震災関係資料の調査・保全活動の参加記について、川上真理さまより御執筆いただいたので、下記に掲載いたします。

なお、筑波大学　図書館情報メディア系では、去る4月16日（木）、下記のホームページを公開しました。
URL：http://www.slis.tsukuba.ac.jp/futaba-archives/
「福島県双葉町の東日本大震災関係資料を将来へ残す」
このホームページは、茨城史料ネットによる双葉町への支援から始まった活動の成果です。また、2013年6月に締結された双葉町教育委員会と筑波大学　図書館情報メディア系との連携事業の成果の一部です。
まだ不備が多いので、今後少しずつ更新するとともに、 今年度は英語版の作成に着手する計画です。
今後とも御支援のほどお願いします。
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■双葉町における被災資料・震災関係資料保全活動（3月8日）　参加記

はじめに

2015年3月8日（日）福島県双葉町で、双葉町教育委員会吉野高光氏をはじめとする総勢9名による公益立入調査が行われた。入ってみて初めて知った現地の状況を参加記として報告する。

１．調査の目的

本調査は次の3つを目的に行われた。?民間所在の古文書の救出、?双葉中学校の避難所跡の確認、?避難解除準備区域の現地確認。双葉町は96％が帰還困難区域、4％が避難解除準備区域とされた。

２．工程

●午前8時。いわき市に集合して出発する。途中で昼食を調達し、3月1日に全線開通した常磐高速道を走る。インターの入口付近には広野～南相馬インター区間の空間放射線量毎時0.2～5.4マイクロシーベルトと表示されている。程なく、除染土など廃棄物の仮置場が見えてきた。緑色の飛散防止シートをかぶせた場所もある。車窓の右奥には中間貯蔵施設16万平方キロの土地が広がっているという。

●午前9時。常磐富岡インターで古文書の所蔵者と合流する。作業する地区はやや線量が高く、かつ雨天が心配されたため、必須のマスク・靴カバー・軍手に加え、タイベックスーツを着用する。双葉町牛踏交差点の検問所で、原子力災害現地対策本部の担当者に通行許可証と身分証明書を提示しゲートを通過する。道路はあちらこちらに隆起・陥没があり、家は倒壊し屋根瓦が道路にせり出している。

●午前10時。所蔵者宅に到着。一部崩落している大谷石造りの蔵の中からリレーして、古文書が収納されている段ボールや葛籠など全部で14箱を運び出す。かつて町が調査・整理したこともあってか所蔵者の意識は高く、箱には「常に管理を怠るな」との先代の一言も見える。どの箱も1300cpm（文化財レスキューで搬出可能な、資料が帯びている放射線量の上限値）を大きく下回っていた。

●午前10時30分。双葉中学校に立ち寄る。校庭の一隅には重機と新たに敷く土、除染による廃棄物が置かれ、校舎外壁には足場が組まれている。校庭0.81マイクロシーベルトは双葉北小学校2.466マイクロシーベルトに比して随分と低い。音楽室では前回参加者から、わずかだが人の手が入ったようだとの指摘があった。災害から4年経ち、避難時の現況の早急な記録化が差し迫った課題であることを実感する。なお、前回活動については、ニュースレターNo.109（20140702配信）をご覧いただきたい。

●午後12時5分。双葉町歴史民俗資料館に史料を搬入して休憩。休憩中、双葉地域のジオラマを使って、吉野さんが説明してくれた。津波の被害範囲が縄文海進に合致するだろうこと、第一原発は第二次大戦中に陸軍飛行場だったこと、その飛行場は古墳を削って造られたことなどを。

●午後1時。資料館を出発し、避難解除準備区域を目指す。辻に東日本大震災慰霊の墓が建っている。卒塔婆は古いものも新しいものも何本も立ち、色鮮やかな供花や飲料水が手向けられている。海側に仮置場を見ながら大字両竹に向かう。道の左右にはひしゃげた車や汚染土の黒い袋が集められている。冬期間で下草が伸びず、遠くまで見渡せる。

●午後2時。両竹地区を見る。ある家の母屋は瓦の重みで柱が折れ二階部分が落ちている。次に集落の道を5分ほど歩き、山を登って諏訪神社へ向かう。当時避難者が使った戸板や炭が残っている。社殿は震災からおよそ2年後に倒壊したという。宝永5年より31点あった棟札もその一部が屋外に投げ出され、境内の石造品も軒並み倒壊している。下の参道の小祠は、コンクリートの土台にひびが入っただけで、祠は無事である。この辺りの津波浸水は家屋の2階窓あたりまでとみられるから、難を逃れたのだろう。そこから階段を40段程下がった道路脇には、平成7年に移設した馬頭観音の石碑6基が並ぶ。石碑の下部をコンクリートで埋めたのが功を奏したようだ。この辺りは山を後背にもち、家屋の流出は比較的免れたようだ。また、両竹館と称された場所で中世以来の歴史を確認でき、景観も含めた資料の保全・記録化が望まれる。

●午後3時。大字中野・中浜地区を見る。海岸の堤防から100メートルと離れていない場所に集落の中心があったようだ。いまは家屋の土台がそれを示すのみである。雨も強まり、30分程で現地を離れる。

●午後4時。スクリーニング会場に到着し測定を受ける。午後4時20分解散。

おわりに

地震・津波だけでなく原発事故が加わった土地のその後は、他で進む復興とは別次元の問題を抱えていた。風雨にさらされ、鼠の食害に悩まされる家屋。猪・鳥などの野生動物の増加。具体的な問題を体験を通して知ることができた。また、町の記憶を郷土のために守ろうとする人と連帯することも必要だと感じた。皮肉なもので、こうした異常事態に直面してはじめて、今を生きる人、そして未来の人のために資料を残し語り継ぐことが、切実で重要な問題だと身に沁みた。福島の問題を考えながら、さらにこの経験が世界や未来にとって有益なものとなるよう、関わり続けることが大事だと思う。

（川上真理）
----------------------------------------------------------------------
********************************
茨城史料ネットワーク事務局　
 茨城大学人文学部添田仁研究室
E-Mail：soeda＠mx.ibaraki.ac.jp
（＠を小文字にして下さい）
********************************
[bookmark: _GoBack]
